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平成２６年第２回定例会 一般質問概要 

 

日程 順 議員名 件  名 要  旨 

３月１２日 

（水） 
１ 栁 明夫 

消費税増税による市民生

活への影響と４月からの

公共料金引き上げについ

て 

（１）増税された場合の市民の生活と個人消費への影響を、どうとらえているか。 

（２）市民の負担増、個人消費の落ち込みによる市内経済への悪影響が懸念される中で、市長として増

税の中止を国に要請すべきではないか。また、４月から予定している公共料金の引き上げは中止す

べきではないか。 

（３）国は地方消費税の増収分を基準財政収入額に当面１００％算入するとしており、増収分だけ地方

交付税が減額されて市の財政は増えないことになる。市としてこの措置に反対し、国に改善を求め

るべきではないか。 

消費税増税による市内の

中小企業、自営業者への影

響と対策について 

（１）増税された場合の売上への影響や価格転嫁問題など、市内の中小企業、自営業者への影響をどう

とらえているか。 

（２）影響への対策は、どのように検討しているか。 

中小商工業の振興策につ

いて 

（１）糸島を本拠にがんばる小さな企業をしっかり支援し育てていくことが、地域経済にプラスの循環

をつくり、糸島の成長戦略の要となると考えるが、市長の見解はいかがか。 

（２）「がんばる中小企業者応援補助金」の制度の概要、運用状況、経済効果について 

（３）市内の経済や税収への波及効果を高めるために、同補助金の予算を大幅に増額し、助成方法の工

夫や改善を行うべきではないか。 

原発問題と自然エネルギ

ーの推進について 

（１）九州電力は玄海原発の再稼働を急ごうとしているが、そのことについての市長の見解はいかがか。 

（２）各家庭の太陽光発電や市民（中小企業、農林水産業者を含む）が行う自然エネルギー推進事業へ

の助成や支援措置を積極的に行うべきではないか。 

（３）県内でも高い期待可採量をもつ小水力発電推進の具体策について。 
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３月１２日 

（水） 

２ 小島 忠義 

子育て支援策について 

（１）子育て世代を含む若い世代の転出が多いが、その分析は出来ているのか伺う。 

（２）子どもを安心して産み、育てられる環境づくりのための必要な施策は何か伺う。 

（３）子育て支援策として、児童の医療費無料枠の年齢拡大が重要だと思うが、現在の小学校入学前ま

でを、卒業まで入院・通院にかかる医療費を無料にする取り組みを検討出来ないか。 

足腰の強い財政運営につ

いて 

（１）支出（歳出）削減はかなり進んでいると思われる。収入（歳入）増対策として考えられる具体策

は。 

（２）地域資源を生かした糸島市の活性化策に観光産業の確立が重要。これについての市長の見解を伺

う。 

総合運動公園について 

（１）市民要望の多い、又、糸島市の魅力度アップのためにも総合運動公園は是非とも必要。実現のた

めの今後の見通しを伺う。 

（２）この件に関しての市長の見解を伺いたい。 

３ 伊藤 千代子 

玄海原発再稼働の危険性

について 

（１）原発事故の重大性、糸島の自然、産業、子どもの未来、市民の命に与える影響、災害弱者の避難

について 

（２）再稼働の危険性について 

弱者への課税と税の徴収

について 

（１）弱者に対する国民健康保険の課税について 

（２）弱者に対する税の徴収の仕方について 

（３）生活困窮者、子どもの貧困の実態と支援について 

農振除外の公平性につい

て 

（１）コンビニ開業のための農振除外について 

（２）情報公開について 

４ 松月 よし子 
松枯れ対策等に関するア

ダプト制度導入について 

（１）糸島市におけるアダプト制度導入のお考えを伺う。 

（２）体制づくりについて 

（３）活動拠点について 

（４）海岸林保全協議会のあり方について 

（５）海岸林保全の考え方について 
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３月１２日 

（水） 

４ 松月 よし子 

原子力災害広域避難計画

での主要避難経路（幹線道

路）の確保について 

（１）主要避難経路（幹線道路）の現状と今後の見込みについて 

（２）国道２０２号バイパスの一方通行利用の提案について 

５ 徳安 達成 

市長所信表明について 

（１）基本方針２「九州大学の知的・人的資源を生かした学術研究都市の構築」及び基本方針３「子育

て支援と特徴ある学校教育の充実」について 

  ・市民と大学生の交流を深めるために、市民から学生に対して事業提案をしてもらうことも必要だ

と考えるが見解を尋ねる。 

  ・子どもを安心して産み、育てられる環境の一つとして、糸島市独自の不妊治療費の助成制度をつ

くるべきだと考えるが見解を求める。 

（２）基本方針７「自助・共助・公助による災害に強いまちづくり」について 

  ・住民の防災意識は高まっているが、消防団員の確保ができていない地域もある。消防団員の確保

に対する市の支援が必要だと考えるが見解を尋ねる。 

  ・洪水・土砂災害ハザードマップが作られたが、一部の地域では大きな不安がある。対策について

尋ねる。 

（３）基本方針８「糸島が誇る自然環境の保全と文化の継承」について 

  ・南風台・美咲が丘での福岡水素タウンの状況は。 

  ・次世代エネルギーの水素が、糸島のブランドの次の起爆剤になると考える。水素のまち糸島とい

うブランドを目指していくべきだと思うが見解を尋ねる。 

福岡マラソンについて 

（１）大会の準備状況はどうか。 

（２）糸島市民が一体となって盛り上げる必要があるが、その取り組みについて尋ねる。 

（３）福岡マラソンは糸島市を PRする貴重な機会である。大会の成功に向けた市長の想いを伺う。 
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３月１３日 

（木） 

１ 高橋 徹郎 

糸島市の海岸線沿いの

松枯れについて 

（１）松枯れの現状について 

（２）松枯れした場所への松苗植えの現状について 

（３）郷土愛を育む一環として中学校の生徒に松苗植えを総合学習の時間を使い授業として出来ないか？ 

郷土愛を育むための学

校給食について 

（１）学校給食における地元産の食材の利用率は。 

（２）また、その利用率をアップするための取り組みは何か行っているか 

（３）食材オール糸島産１００％を目指す「ふるさと発見ランチ」を作り、子どもたちに説明しながら糸島

でとれる食べ物について考える機会にしたいと思うがいかがか。 

２ 岡村 一伸 

基本方針の中の１つの

「子育て支援と特徴あ

る学校教育の充実」に

ついて（子育て支援に

ついてのみ） 

（１）現在行われている「子育て支援」の状況について 

（２）お母様方が安心して働ける環境づくりの現状について 

（３）放課後児童クラブの預かりを現行の３年生から６年生まで引き上げられないか。 

（４）ファミリーサポートセンターの設置について 

  ・子育て支援対策として、ファミリーサポートセンターの設置は重要だと考えますが、執行部のお考え

をお聞かせいただきたい。 

３月１４日 

（金） 

１ 藤井 芳広 

「糸島市非核・恒久平

和都市宣言」について 

（１）「非核・恒久平和都市宣言」とは、どのようなものか。（定義と内容） 

（２）「非核・恒久平和都市宣言」と、平和に対する月形市長の見解を伺う。 

（３）糸島市は非核・恒久平和都市としてこれまでどのような取組みをし、これからどのような取組みをし

ていくか。 

（４）『いとしま平和賞』の創設について 

（５）国際平和に貢献するために、多文化共生の意識を高める『国際交流フェスティバル』の開催について 

玄海原発の再稼働につ

いて 

（１）月形市長は玄海原発再稼働への“安全性”の確保について、どのようにお考えか。 

（２）周辺自治体として再稼働の決定に対し、どこまで権限があるのか。 

（３）周辺自治体の意思を国に伝えるために、どのような方法があるのか。 

（４）市民の生命と財産を守るために、他の周辺自治体、立地自治体、国とともに協議会を開き、再稼働に

関して議論していただけないか。 

２ 田中 菊雄 高齢者施策について 
（１）高齢者に対する市職員の窓口対応の状況について 

（２）高齢者のいこいの家の設置について、市の見解を伺う（作業場を含む） 
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